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特集②　地域交通をつくる、守る、育てる

みんなで育てる地域交通乗り乗り事業
―地域交通の導入に向けた取り組みを支援します

事前相談
Step0

課題把握・整理
Step１

運行計画策定
Step２
試験運行Ⅰ

Step３
試験運行Ⅱ

Step４
実証運行

Step５
本格運行

○本格運行までの流れ

　地域の方々による、ルート・停留所位置・時刻表・
運賃等の検討において、専門家を派遣し、運行計画の
策定をサポートします。

■運行計画策定の支援

■運行経費の一部補助 ■高齢者等割引運賃への補助

補助率
人口集中地域（※）人口集中地域以外

Step2　試験運行Ⅰ 90% 95%
Step3　試験運行Ⅱ 85% 92.5%
Step4　実証運行 80% 90%
Step5　本格運行 80％ 90%

　運行にかかる経費への補助率を最大で30％引き上
げるとともに、人口集中地域と、中山間地域などの人
口集中地域以外に区分し、人口集中地域以外で実施す
る場合の補助をより強化しています。

　70歳以上の高齢者や障害のある方等を対象に運賃
を割り引きする「元気乗り乗り割引」を導入する場合、
正規運賃との差額（正規運賃から、100円または２割
のいずれか高い額を差し引いた金額）を補助します。

燕沢

　「つぼぬま号」は路線バスの撤
退を機に、平成18年から運行が
始まりました。しかし、近年の児
童・生徒数の減少により、利用者
が少なくなってきたため、予約時
のみ運行する形態に変更しました。

※人口集中地域とは、国勢調査において一定程度人口
を有する人口密度の高い地域

定時定路線型（路線を時刻表に基づき運行） 区域運行型（区域内を予約に応じて運行）

400円／回、高齢者等100円／回200円／回、高齢者等・小学生以下100円／回

地区内は利用者指定場所、地区外は４カ所の停留所29カ所の停留所

試験運行時から「のりあい・つばめ」を
利用している松崎茂行さん

乗降
場所

この特集に関するお問い合わせは、公共交通推進課☎214 ･ 8359、FAX211 ･ 0017

運行
形態

運賃

Step４
実証運行 坪沼

「つぼぬま号」運営主体の坪沼乗合タクシー
運営協議会会長・佐藤多喜雄さん

電話で予約して自宅まで迎えに来てくれるなど、地
区内であればどこでも乗り降りできるようになりま
した。これまでと違ってバス停まで歩く必要もなく
なり、70歳以上の方は100円で乗れますので、特
に免許を返納している高齢者にとっては、買い物や
通院などに非常に利用しやすくなると思います。
　４月からの試験運行後は、本格的な運行の定着を
目指して、より利用しやすくなるよう課題を整理し、
地域で協力しながら考えていきたいです。

　この地域は坂道が多く、長い階段もあるため、市
営バスの停留所に歩いて向かうには、一苦労でした。
週に２・３回買い物や通院に利用しているのですが、
停留所が自宅のすぐ近くにあり、運賃も安いので、
大変便利です。また、地域包括支援センターが開催
する、のりあい・つばめに乗って出かけるお食事ツ
アーなどにも参加しています。地域に顔見知りが増
え、たくさんの人と交流ができ、行動範囲も広がっ
て有意義な生活を送っています。　
　この地区に乗り合いタクシーが運行することは、

30年以上前からの夢でした。こ
れからも地域の高齢化は進みます。
より良いのりあい・つばめを育て、
住みやすい環境になるよう、走り
続けて欲しいですね。

地域の特色に合わせた
乗り合いタクシー

①乗り合いタクシー「のりあい・つばめ」　
②地域で停留所位置など運行計画を検討する様子　
③燕沢地域包括支援センター主催のお出掛けツアー

Step２
試験運行Ⅰ

★利用者は乗車時に、身分証明書や障害者手帳等を
提示することで、割引運賃（100円または正規運賃の
２割のいずれか高い金額）で乗ることができます
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育
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通
勤
・
通
学
、
買
い
物
な
ど
日
常
生

活
に
欠
か
せ
な
い
交
通
機
関
。
道
路
が

狭
く
て
路
線
バ
ス
が
通
れ
な
い
、
最
寄

り
の
駅
や
バ
ス
停
が
遠
い
な
ど
、
移
動

に
課
題
が
あ
る
地
域
に
お
い
て
既
存
の

公
共
交
通
を
補
完
す
る
交
通
手
段
が
地

域
交
通
で
す
。
市
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は
、
平
成
30
年
４

月
か
ら
地
域
の
足
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確
保
に
取
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組
む

団
体
に
対
し
、
市
が
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費
の
助
成
等
を

行
う
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な
で
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く
ろ
う
地
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通

ス
タ
ー
ト
支
援
事
業
」
を
開
始
。
地
域
、

運
行
事
業
者
、
市
の
三
者
協
働
で
取
り

組
み
、
地
域
の
方
々
は
課
題
の
把
握
や

運
行
計
画
の
策
定
等
、
運
行
事
業
者
は

安
全
運
行
等
、
市
は
運
行
経
費
の
一
部

補
助
や
運
行
計
画
の
策
定
支
援
等
の
役

割
を
担
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
10
月
に
は
こ
の
事
業
を
活

用
す
る
第
一
弾
と
し
て
、
丘
陵
地
で
道

が
狭
く
、
大
型
バ
ス
の
通
行
が
困
難
な

宮
城
野
区
燕
沢
地
区
で
、
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー「
の
り
あ
い
・
つ
ば
め
」
の
試

験
運
行
を
開
始
。
目
標
と
す
る
収
支
率

の
達
成
を
目
指
し
、
利
用
実
績
や
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、
ル
ー
ト
や
停

留
所
位
置
な
ど
の
見
直
し
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
の
り
あ
い
・
つ
ば
め
を
利
用

し
た
食
事
や
買
い
物
ツ
ア
ー
も
企
画
さ

れ
る
な
ど
、
住
民
同
士
の
交
流
や
高
齢

者
の
外
出
促
進
に
も
つ
な
が
り
、
着
実

に
地
域
の
足
と
し
て
育
っ
て
い
ま
す
。

支
援
強
化
で
導
入
を
後
押
し

　
市
で
は
「
高
齢
者
の
運
賃
負
担
を
減

ら
し
て
ほ
し
い
」「
人
口
が
少
な
い
地

域
で
も
取
り
組
め
る
よ
う
補
助
率
の
引

き
上
げ
を
」
等
の
要
望
を
受
け
、
４
月

か
ら
は
事
業
名
称
を
「
み
ん
な
で
育
て

る
地
域
交
通
乗
り
乗
り
事
業
」
に
改
め
、

制
度
を
拡
充
し
ま
す
。
本
格
運
行
時
の

補
助
を
新
設
し
、
試
験
運
行
時
の
補
助

率
を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
人
口
が

少
な
く
住
居
が
点
在
し
て
い
る
た
め
、

運
賃
収
入
の
確
保
が
難
し
い
中
山
間
地

域
へ
の
支
援
を
強
化
し
ま
す
。
高
齢
者

や
障
害
の
あ
る
方
等
の
割
引
運
賃
へ
の

補
助
も
新
設
。
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

地
域
交
通
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
市
の
新
制
度
を
活
用
し
て
、
燕
沢
地

区
で
は
実
証
運
行
が
始
ま
り
ま
す
。
ま

た
、
太
白
区
坪
沼
地
区
で
は
平
成
18
年

か
ら
主
に
小
・
中
学
生
の
通
学
に
利
用

し
て
き
た
地
域
交
通
「
つ
ぼ
ぬ
ま
号
」

を
生
活
の
足
と
し
て
予
約
制
で
区
域
内

を
自
由
に
乗
降
で
き
る
運
行
形
態
に
見

直
し
、
新
制
度
を
利
用
し
て
試
験
運
行

を
開
始
。
青
葉
区
作
並
・
新
川
地
区
や

太
白
区
秋
保
地
区
で
も
住
民
等
に
よ
る

意
見
交
換
や
課
題
整
理
が
始
ま
る
な
ど
、

導
入
に
向
け
た
検
討
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
地
域
の
移
動
手
段
が
充
実
し
、
誰
も

が
暮
ら
し
や
す
く
、
安
心
し
て
過
ご
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
今
後
も
地
域

交
通
の
導
入
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

  地域交通を
　  つくる、守る、育てる

①

４月１日
スタート

！
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